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研究のご説明
自閉症スペクトラム障害の診断告知後の支援としての親教室プログラム
　この説明文書は、あなたにこの研究の内容を正しく理解していただき、あなたの自由な意思に基づいて、この研究に参加するかどうかを判断していただくためのものです。
　この説明文書をお読みになり、担当者からの説明を聞かれた後、十分に考えてからこの研究に参加するかどうかを決めてください。たとえ参加されなくても、不利益になることはありません。また、不明な点があれば、どんなことでも気軽に質問してください。
１．研究の目的について
　自閉症スペクトラム障害の診断を受けても、現在は治癒を目指す治療法は見つかっていません。しかし、自閉症スペクトラム障害の診断を受けた子どもの保護者は、生活の中で起きる認知特性から派生する問題行動や生活のし難さへの対応に苦労されています。自閉症スペクトラム障害の認知特性を理解しないまま、一般的にはよいとされる関わりを続け、問題をより複雑なものにすることも起きています。自閉症スペクトラム障害の人への支援としては、福祉的・教育的な関わりに加えて、保護者の障害理解を深めたり日々の生活の困難さを軽減できるようアドバイスしたりすることが求められています。また、幼児学童期の子どもと思春期の子どもでは問題の内容や質が変わってくるため、保護者を継続的に支援することも重要な課題となっています。本研究は、幼児学童期・思春期の自閉症スペクトラム障害の保護者が、特性理解とそれへの対応のアイデアについて学ぶための親教室のプログラム開発を目的としています。
２．研究の方法
この研究では、広汎性発達障害の診断基準に合致した診断を受けている子どもの保護者を対象としています。この研究に同意いただいたうえで、全6回の親教室（小学６年生までの子どもグループ、もしくはWISC-Ⅲで全IQ70以上の中学生以上の高機能グループ）へご参加いただくことになります。
親教室実施前には、お子さんの生育歴、生活歴、受診歴、教育歴、現在の問題点などについて質問紙などを用いてうかがいます。また、参加される保護者の方へは、CES-D（抑うつ状態自己評価尺度）、PSI（育児ストレスインデックス）、WHOQOL26（クオリティ･オブ･ライフ26）を教室の前後に実施して気持ちの状態を評価します。
親教室では、自閉症スペクトラム障害の認知特性、行動特性、支援理念、支援方法、支援制度などについての講義を行います。また、参加者のお子さんの問題行動についての具体的な対応方法について話し合ったり、親同士が自由に話し合えるフリータイムを設けます。毎回、参加者へのアンケート調査を行い、教室の内容の評価をしていただきます。

親教室実施後には、お子さんの問題点がどのように変化したかの評価や、参加者の気持ちの状態についての再評価を行います。これらの結果については、数量化し統計学的に処理されます。
　この研究を行う期間は、この研究が許可されてから平成25年3月31日までです。
６．この研究の予想される効果と起こるかもしれない副作用及び不利益について
　この研究に参加された場合のあなたが直接的に受ける利益は、自閉症スペクトラム障害の認知特性、行動特性、支援理念、支援方法、支援制度などについての知識を得ることです。
この研究により、親教室参加による効果が明らかになれば、今後の自閉症スペクトラム障害支援の開発に役立つと考えています。
この研究に参加された場合の身体的な副作用はありませんが、不利益としては、調査票記入や親教室参加のために時間を拘束されること、障がい特性について話題にすることが多いため心理的負担を感じることなどの可能性が挙げられます。
７．事故が発生した場合について
　この研究への参加時に、突発的で偶然の事故が起きた場合に傷害補償をするために、

行事保険に加入しています。親教室の会場に集合してから解散するまでの間に起きた事

故を対象とします。
８．研究への参加とその撤回について
　この研究への参加はあなたの自由な意思で決めてください。同意されなくても、あな
たに不利益になることは全くありません。
　また、いったん同意した場合でも、あなたが不利益を受けることなく、いつでも同意
を取り消すことができます。その場合は、事前調査の情報は廃棄され、この研究目的に
用いられることはありません。ただし、同意を取り消した時にすでに研究結果が論文な
どで公表されていた場合には、完全に廃棄できないことがあります。
　この研究では、親教室参加に伴う精神的負担が過度にならないように、十分配慮いたします。しかし、精神的な不快を感じた場合は、参加者の申し出によりいつでも参加を中止することができます。また、その場合、希望があれば個別に福島大学臨床心理・教育相談室においてフォローのカウンセリング（相談料は自己負担）を行います。

９．研究を中止する場合について
　研究責任者の判断により、研究を中止しなければならない何らかの事情が発生した場
合には、この研究を中止する場合があります。なお、研究中止後もこの研究に関するお
問い合わせ等には誠意をもって対応します。
１０．この研究に関する情報提供について
　この研究に関して、参加の継続についてあなたの意思に影響を与える可能性がある情
報が得られた場合には、すみやかにお伝えします。
あなたのご希望により、この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、こ
の研究の独創性の確保に支障がない範囲で、この研究の計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくことができます。資料の閲覧を希望される方は、どうぞお申し出ください。
１１．プライバシーの保護について
　あなたやあなたのお子さんに関する情報をこの研究に使用する際には、お名前の代わ
りに研究用の番号を付けて取り扱います。あなたと研究用の番号を結びつける対応表や、
調査・記録用紙は福島大学人間発達文化学類内山登紀夫研究室のカギのかかるキャビネ
ットに保存します。福島大学はセキュリテイ会社との契約のもと、関係者以外の出入り

も制限されており、機密が保持される体制にあります。

参加者のみなさんは、親教室で知り得たお互いのプライバシーについて、第三者へは
漏らさないという誓約をしていただきます。
　また、この研究の成果を発表をする場合にも、あなたを特定できる情報を使用するこ
とはありません。
　この研究によって取得した個人情報は、福島大学人間発達文化学類・教授・内山登紀
夫の責任の下、厳重な管理を行います。
１２．費用について
　この研究に関しての必要な費用は、（財）明治安田こころの健康財団等による研究費
でまかなわれますので、あなたに負担を求めることはありません。また、あなたに謝礼
をお渡しすることもありません。
１３．利益相反について
本研究に関する必要な経費は、（財）明治安田こころの健康財団等による研究費でまかなわれており、研究責任者は、研究遂行にあたって特別な利益相反状態にはありません。
１４．データの二次利用について
　この研究において得られたあなたやあなたのお子さんの情報等は、原則としてこの研
究のために使用し、研究終了後は、福島大学人間発達文化学類内山登紀夫教授の責任の
下５年間保存した後、廃棄します。
　しかし、この研究で得られたあなたやあなたのお子さんの情報等は、将来計画・実施
される別の研究にとっても大変貴重なものとなる可能性があります。そこで、あなたの
同意がいただけるならば、前述の期間を超えて保存し、将来新たに計画・実施される研
究にも使用させていただきたいと考えております。これを「データの二次利用」といい
ます。なお、データの二次利用を行う場合には、改めてその研究計画を倫理審査委員会
において審査し、承認された後に行います。
１５．特許権等について
　この研究の結果として、特許権等が生じる可能性がありますが、その権利は福島大学
及び共同研究機関等に属し、あなたには属しません。また、その特許権等を元にして経
済的利益が生じる可能性がありますが、これについてもあなたに権利はありません。
１６．研究者等の氏名及び職名
実施責任者：福島大学人間発達文化学類・教授・内山登紀夫
　実施分担者：福島大学人間発達文化学類・研究員・吉田香織
　
１７．連絡先
　この研究のことで何か分からないことや心配なことがありましたら、下記の研究事務局へお尋ねください。

研究事務局：福島大学内山登紀夫研究室
連絡担当者：研究員・吉田香織　
住　　所：960-1296 福島市金谷川１

電　　話：０２４－５４８－５１７３
（水・木・金曜日9:00～16:00、不在の時もございます。ご了承ください。）
E-mail　：team_uchiyama_f@yahoo.co.jp
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